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モータ・アクチュエーターを中心に、当社は動き制御をコア技術として位置づけ、製品開発を行ってきました。


その中で、高速度撮像と波形データを同期させ動き解析の見える化を実現し、動き制御を必要とする製品の


評価・検証業務の工数削減、効率化を目指した業界初の新製品をご紹介させて頂きます。



































近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。


今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。














　演題『分光イメージセンサについて』


　講師：国立長野高専　電気電子工学科 講師　秋山　正弘 氏














概要











概要














　演題『高速度撮像と波形データ同期による動き解析』


　講師：シナノケンシ株式会社　産業ソリューション部　部長　上原　昭彦 氏














１５：００ ～１６：００























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。











　演題『センサ応用と起業について』


　講師：株式会社スマートセンサーテクノロジー　代表取締役　御子柴　孝 氏














概要





























私は長野高専でイメージセンサ関連の研究を行っています。


本講演では、分光イメージセンサの話を中心に研究を紹介させて頂きます。








講演３























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。











講演２























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。














　　　■日時：２００９年４月２3日（木）　１5：００～１８：００


　　　　　　　　　　　　　　　終了後、交流会　[参加費：無料]


　　　■場所：ＡＲＥＣ４Ｆ（上田市常田3-15-1　信州大学繊維学部内　ＴＥＬ：0268-21-4377）








１７：００ ～１８：００























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。








ＡＲＥＣプラザ


第９９回 リレー講演会


　　　














１６：００ ～１７：００























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。











計測・センサ分野

















　●お申込先


　　　ＡＲＥＣプラザ宛 メール（� HYPERLINK "mailto:kimura@asatech.or.jp" ��mousikomi@arecplaza.jp�）またはＦＡＸ（0268-21-4382）でお申込み下さい。　














講演１























　


近年、産業分野での構造改革が進められている中、新しい発想による新しいものづくりが求められている。今回、センサアプリケーション事業の事例を通して、その起業とそのバックグラウンドについて紹介させて頂きます。








ご記入いただいた個人情報（御社名・所属/役職・氏名）は参加者名簿として、参加者の方々に配布する予定です。








